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一
九
八
六
年
四
月
二
六
日
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

（
現
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
に
あ
る
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
発
電
所
で
爆

発
が
起
こ
り
、
地
元
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
始
め
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ

な
ど
の
周
辺
国
が
放
射
性
降
下
物
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
。

　

国
際
連
合
の
報
告
（
二
〇
〇
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
事
故
が
発
生
し

た
一
九
八
六
年
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
お
よ
び
ロ
シ
ア
三
ヵ

国
で
、
合
計
約
一
二
万
人
の
住
民
が
避
難
を
行
っ
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ブ

イ
リ
原
発
か
ら
三
〇
キ
ロ
圏
内
に
つ
い
て
は
、
事
故
直
後
か
ら
立
ち

入
り
禁
止
地
域
に
指
定
さ
れ
、
許
可
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
現
在
も

立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
六
年
か
ら
八
九
年
ま
で

の
間
に
延
べ
約
六
〇
万
人
が
事
故
処
理
の
作
業
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。

　

そ
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
か
ら
二
五
年
が
経
つ
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
府
の
バ
ロ
ー
ハ
非
常
事
態
相
は
二
〇
一
一
年
、
立
ち
入
り
禁

止
制
限
区
域
の
縮
小
を
検
討
す
る
旨
を
発
言
し
た
。
事
故
か
ら
す
で

に
二
五
年
が
経
ち
、
放
射
線
レ
ベ
ル
が
低
下
し
た
の
で
経
済
活
動
の

再
開
な
ど
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
制
限
が
解
除
さ

れ
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
放
射
線
の
影
響
が
い
ま
だ
に
「
見
え
な
い

脅
威
」
と
し
て
留
ま
る
。

　

た
だ
間
違
い
な
く
言
え
る
こ
と
は
、
再
び
こ
の
よ
う
な
事
故
を
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
で
も
民
間
レ

ベ
ル
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
二
五
周
年
を
記
念
し
て
写
真

展
が
開
催
さ
れ
、
被
曝
し
た
人
々
の
生
活
を
伝
え
た
。
テ
レ
ビ
放
送

で
も
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
関
す
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

チェルノブイリ事故
から25年
記憶は風化させない。事件を教訓とするため、
各地でさまざまな催しが開催された。
キエフ・サミット後、事故の起きたチェルノブイリ原発4号炉を前
に潘基文国連事務総長（左）、ヤヌコーヴィチ・ウクライナ大統領（中
央）、天野ＩＡＥＡ事務局長が記者会見に臨む。（写真：ＡＰ／アフロ）
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組
が
放
送
さ
れ
、
事
件
の
発
生
状
況
と
そ
の
後
の
深
刻
な
汚
染
状
況

が
詳
ら
か
に
さ
れ
た
。　
　
　

　

国
際
社
会
で
は
二
〇
一
一
年
四
月
一
九
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ヤ

ヌ
コ
ー
ヴ
ィ
チ
大
統
領
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、
首
都
キ
エ
フ
に
約

三
〇
ヵ
国
の
首
脳
、
政
府
代
表
そ
し
て
国
際
原
子
力
機
関
（
Ｉ
Ａ

Ｅ
Ａ
）
を
含
む
国
際
機
関
の
代
表
が
参
集
し
、「
安
全
で
革
新
的
な

原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
関
す
る
キ
エ
フ
・
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
子
力
施

設
を
廃
炉
に
し
、
事
故
を
起
こ
し
た
原
子
力
施
設
を
環
境
に
配
慮

し
た
安
全
な
シ
ス
テ
ム
に
転
換
す
る
措
置
を
取
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
あ
わ
せ
て
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
の
よ
う
な
事
故
を
防
止
、

ま
た
は
緩
和
す
る
た
め
に
将
来
も
国
際
社
会
が
協
働
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
が
再
確
認
さ
れ
、
具
体
的
に
は
原
子
力
施
設
の
計

画
、
配
置
、
建
設
及
び
運
転
の
分
野
に
お
け
る
協
力
が
宣
言
さ
れ

た
。ま
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
か
ら
の
教
訓
と
し
て
、サ
ミ
ッ

ト
で
は
大
規
模
自
然
災
害
に
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
原
子
力
事
故
と

非
常
事
態
に
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
確
認

が
な
さ
れ
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
発
生
後
、
ソ
連
政
府
（
当
時
）
は
、

事
故
を
起
こ
し
た
原
発
四
号
炉
を
封
じ
込
め
る
「
石
棺
」
と
呼
ば
れ

る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
の
構
造
物
を
建
設
し
た
。
現
在
の
石
棺
は
す
で

に
老
朽
化
し
、
放
射
能
が
漏
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
欧
州
復
興

開
発
銀
行
（
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ｄ
）
が
中
心
と
な
っ
て
原
発
四
号
炉
を
、
耐
用

期
間
一
〇
〇
年
を
見
込
ん
だ
新
し
い
ア
ー
チ
型
の
シ
ェ
ル
タ
ー
で
覆

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
前
述
の
キ
エ
フ
・
サ
ミ
ッ
ト
の

際
に
開
催
さ
れ
た
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
支
援
の
た
め
の
プ
レ
ッ
ジ

ン
グ
会
合
で
は
、
シ
ェ
ル
タ
ー
建
設
を
始
め
と
す
る
そ
の
他
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
実
施
の
た
め
に
総
額
約
五
億
五
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
が
集
め

ら
れ
た
。

　

日
本
国
政
府
か
ら
キ
エ
フ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
た
高
橋
千
秋
外

務
副
大
臣
は
、
今
回
の
事
故
を
徹
底
的
に
検
証
し
、
そ
こ
か
ら
得
ら

れ
る
知
見
や
経
験
を
最
大
限
の
透
明
性
を
も
っ
て
国
際
社
会
と
共
有

す
る
と
述
べ
た
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
は
二
五
年
を
経
た
現
在
で
も
決
し
て

忘
れ
ら
れ
る
こ
と
な
く
世
界
各
地
で
現
在
も
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

が
催
さ
れ
て
い
る
。
福
島
第
一
原
発
事
故
と
い
う
新
た
な
課
題
が

加
わ
り
な
が
ら
も
、「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
は
原
子
力
の
あ
り
方
に

大
き
な
影
響
を
与
え
た
事
件
と
し
て
歴
史
に
留
ま
り
続
け
る
こ
と

に
な
る
。
■


